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さ
っ
そ
く
だ
け
ど
、A
さ
ん
に
は【
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
】の
算
定
を

担
当
し
て
も
ら
う
。当
社
と
し
て
初

め
て
の
取
組
み
だ
か
ら
大
変
だ
と
思

う
け
ど
、よ
ろ
し
く
た
の
む
よ
。

は
い
。で
も
、【
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

排
出
量
】っ
て
何
で
す
か
？

簡
単
に
言
え
ば「
企
業
活
動
に
関
わ

る
全
て
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
」

の
こ
と
だ
よ
。

　
①
例
え
ば
、ウ
チ
の
会
社
の
商
品
の

白
身
フ
ラ
イ
。こ
れ
を
作
る
に
は
、ま

ず
海
外
会
社
か
ら
買
っ
て
い
る

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ブ
ロ
ッ
ク
が
必
要
だ
ね
。

獲
っ
た
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
か
ら
骨
と
皮

を
取
り
除
い
た
フ
ィ
ー
レ
を
つ
く

り
、そ
れ
を
重
ね
て
ブ
ロ
ッ
ク
状
に

加
工
し
た
も
の
だ
。そ
れ
を
輸
入

し
、当
社
の
工
場
で
カ
ッ
ト
し
て
パ

ン
粉
を
つ
け
る
こ
と
で
、揚
げ
る
直

前
の
白
身
フ
ラ
イ
の
完
成
だ
。

こ
こ
ま
で
で
漁
獲
・
加
工
な
ど
様
々

な
工
程
が
あ
る
ね
。さ
ら
に
生
産
に

は
関
係
な
い
、社
員
の
通
勤
・
出
張
・

投
資
・
リ
ー
ス
、お
客
様
の
使
用
・
廃

棄
な
ど
の
活
動
も
あ
る
。こ
れ
ら
全

て
の
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
C
O
2

な
ど
の「
温
室
効
果
ガ
ス
」の
合
計

を【
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
】と

呼
ぶ
ん
だ
よ
。

そ
れ
っ
て
ど
う
や
っ
て
調
べ
る
ん
で

し
ょ
う
か
？

詳
し
い
こ
と
は
、【
算
定
・
報
告
・
公

表
制
度
】や「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の

合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
」、つ
ま

り【
省
エ
ネ
法
】の
報
告
を
担
当
し

て
い
る
C
君
に
相
談
す
る
と
い
い
。

お
ー
い
C
君
、よ
ろ
し
く
な
。

●　

●　

●

総
務
課
か
ら
来
ま
し
た
A
で
す
。よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ね
。僕
も
あ
ま
り
よ
く
知

ら
な
い
ん
だ
け
ど
、②
環
境
省
が
詳
し

い
資
料
を
公
開
し
て
い
た
か
ら
、一
式

印
刷
し
て
お
い
た
よ
。僕
も一
緒
に
勉

強
す
る
か
ら
心
配
し
な
い
で
。じ
ゃ
あ

一緒
に
資
料
を
確
認
し
て
い
こ
う
か
。

（
す
ご
く
大
変
そ
う
だ
し
、難
し
そ

う
。私
に
で
き
る
か
な
ぁ・・・
。）

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
、算
定
・

報
告
・
公
表
制
度
と
は
？
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排
出
量
算
定
の
た
め
に
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
は
何
か
を
知
ろ
う

A
5

　
　
【
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
】と
は
、

原
材
料
の
調
達
か
ら
製
造
・
使
用
・
廃
棄
ま
で
、

企
業
活
動
の
全
体
的
な
流
れ
の
中
で
排
出
さ
れ

た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
こ
と
。

まとめ

環境省がウェブサイトで
公開している資料

※詳しくは裏表紙をご覧ください。
環境省が発行している排出量算
定についてのパンフレット。

パンフレットA
各カテゴリの概要や、基本的な
計算式を示したもの。

基本ガイドラインB

● Q&A、事例集
● ホームページ
● 算定ツール
● データベース
● 排出原単位
　　　　　etc...

他社から供給された電気、
熱・蒸気の使用に伴う
間接排出

CATEGORY 7

CATEGORY 14

CATEGORY 1

CATEGORY 2
CATEGORY 8

CATEGORY 5
CATEGORY 15

CATEGORY 13 CATEGORY 12

CATEGORY 4

CATEGORY 6

CATEGORY 10

CATEGORY 11

CATEGORY 9

CATEGORY 4

CATEGORY 3
スコープ1、2に含まれない
燃料及びエネルギー関連活動

調達している燃料の上流工程（採掘、精製など）に伴う排出
調達している電力の上流工程

（発電に使用する燃料の採掘、精製など）に伴う排出

輸送、配送（上流）
購入した製品・サービス

原材料・部品、容器・包装などが
製造されるまでの活動に伴う排出

資本財
自社の資本財の

建設・製造に伴う排出

事業から出る廃棄物
自社で発生した廃棄物の輸送（※1）、

処理に伴う排出

出張
従業員の出張に伴う排出

雇用者の通勤
従業員が通勤する際の
移動に伴う排出

リース資産（上流）
自社が賃借しているリース資産の操業に伴う排出
（スコープ1、2で算定する場合を除く）

販売した製品の廃棄
使用者（消費者・事業者）による製品の
廃棄時の処理に伴う排出（※2）

リース資産（下流）
自社が賃貸事業者として所有し、他者に
賃貸しているリース資産の運用に伴う排出

フランチャイズ
フランチャイズ加盟者における排出

投資
投資の運用に伴う排出

販売した製品の使用
使用者（消費者・事業者）に

よる製品の
使用に伴う排出

販売した製品の加工
事業者による中間製品の

加工に伴う排出

①報告対象年度に購入した製品・サービスのサプライヤーから自社への物流
　（輸送、荷役、保管）に伴う排出
②報告対象年度に購入した①以外の物流サービス（輸送、荷役、保管）に伴う排出
　（自社が費用負担している物流に伴う排出）

※1 スコープ3基準及び基本ガイドラインでは、輸送を任意算定対象としています。　 ※2：スコープ3基準及び基本ガイドラインでは、輸送は算定対象外ですが、算定いただいても構いません。

自社が販売した製品の最終消費者までの物流
（輸送、荷役、保管、販売）に伴う排出
（自社が費用負担していないものに限る。）

輸送、配送（上流）

その他（任意）
従業員や消費者の
日常生活に伴う排出など

輸送、配送（下流）

（※1）（※1）

（※2）（※2）

スコープ1 +  スコープ2 +  スコープ3

サプライチェーン排出量　＝

直接排出 間接排出 スコープ1、2以外の
間接排出

スコープ1、スコープ2以外の間接排出（事業者の活動に関連する他社の排出）

スコープ3はさらに15カテゴリと、任意の「その他」に分かれています。「その他」は環境省・経済産業省の
基本ガイドライン独自のカテゴリですが、それ以外はGHGプロトコルのスコープ3基準と整合していま
す。なお、対象となる温室効果ガスは、二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、一酸化二窒素（N2O）、ハイドロ
フルオロカーボン類（HFCs）、パーフルオロカーボン類（PFCs）、六ふっ化硫黄（SF6）、三ふっ化窒素
（NF3）です。本書ではこれらの“温室効果ガスのCO2換算量”のことを“CO2”と表記し、“CO2換算後排出
量”のことを"排出量"と表記しています。

11

1

13 14

企業

事業者自らによる
温室効果ガスの直接排出
（燃料の燃焼、工業プロセス）

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
と
は

1

環
境
省
の

公
開
資
料

2

図1.サプライチェーン排出量のイメージ図

スコープ3

スコープ2

スコープ1
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情
報
の
集
め
方
、カ
テ
ゴ
リ
の

算
定
内
容
を
調
べ
よ
う

よ
く
分
か
り
ま
し
た
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
15
カ
テ
ゴ
リ
と
そ
の

他
を
算
定
す
る
の
は
大
変
で
す
ね
。

ほ
ん
と
多
い
ね
。そ
れ
に【
算
定
・
報

告
・
公
表
制
度
】や【
省
エ
ネ
法
】の

報
告（
ス
コ
ー
プ
1
・
2
）は
、自
社

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
把
握
し
、

そ
れ
に
伴
う
排
出
量
を
算
定
す
る

け
ど
、ス
コ
ー
プ
３
で
、他
社
や
お
客

さ
ん
の
情
報
を
集
め
る
な
ん
て
、一体

ど
う
や
れ
ば
い
い
の
か
な
？

あ
っ
、会
議
が
は
じ
ま
る
。じ
ゃ
あ
、

こ
の
先
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
な
が

ら
や
っ
て
み
て
。環
境
省
の
サ
イ
ト

に
色
々
な
企
業
の
取
組
事
例
が
あ

る
か
ら
参
考
に
し
て
み
て
ね
。

は
い
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
速
調
べ
て
み
ま
す
。

●　

●　

●

ま
ず
は「
環
境
省 

G
V
C
」で
検

索
っ
と
。あ
、「
環
境
省 

グ
リ
ー
ン
・

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」が
あ
る
。①
取
組
事
例
は
こ
れ

ね
。本
当
に
た
く
さ
ん
の
企
業
が
参

加
し
て
る
。食
品
製
造
業
は
…
あ
っ

た
。大
手
食
品
会
社
が
た
く
さ
ん

載
っ
て
る
わ
。

あ
れ
、A
社
の
算
定
し
た
カ
テ
ゴ
リ

一覧
を
見
る
と
、8
・
13・
14・
15
が
な

い
。全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
を
算
定
し
な

く
て
も
い
い
の
か
な
？
S
社
は
10
・

14
、そ
の
他
が
該
当
無
し
。 

②
も
し

か
し
て
、企
業
に
よ
っ
て
は
該
当
し

な
い
カ
テ
ゴ
リ
が
あ
る
の
か
な
…
。

そ
れ
に【
活
動
量
】、【
原
単
位
】っ
て

何
だ
ろ
う
？
あ
っ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

2
章
に
あ
る
。…
な
る
ほ
ど
、 

③
基

本
式
は「
活
動
量
×
排
出
原
単
位
」

か
。基
本
式
に
代
入
す
る【
活
動
量
】

と【
排
出
原
単
位
】の
特
定
に
は
、環

境
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
活
用
で
き
る
の
ね
。お
客

さ
ん
の
情
報
を
集
め
る
カ
テ
ゴ
リ

11（
販
売
し
た
製
品
の
使
用
）も
、お

客
さ
ん
全
員
に
使
用
方
法
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
る
の
か
と
思
っ
た
け
れ

ど
、「
商
品
の
使
用
に
関
し
て
標
準

的
な
調
理
方
法
を
仮
定
し
、エ
ネ
ル

ギ
ー
量
を
算
定
」っ
て
こ
と
は
、使
用

方
法
を
こ
ち
ら
で
仮
定
し
て
算
定
で

き
る
の
ね
。そ
れ
な
ら
で
き
そ
う
。

2
章
に
は「
基
本
的
な
算
定
手
順
ス

テ
ッ
プ
1
算
定
目
的
の
設
定
」と
あ

る
。う
ち
の
会
社
の
算
定
目
的
は
何

か
、部
長
に
聞
い
て
み
な
き
ゃ
…
。

第1章

算定目的の設定

C

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
カ
テ
ゴ
リ
を

ど
こ
ま
で
算
定
す
る
の
か
確
認
し
よ
う

た
く
さ
ん
の
取
組
事
例
を
確
認
で
き
る

1
排
出
量
算
定
の
基
本
式

3

企
業
に
よ
っ
て
は
該
当
し
な
い
カ
テ
ゴ
リ
も

2

　
　

環
境
省
の
サ
イ
ト
に
、取
組
事
例
が
た
く

さ
ん
載
っ
て
い
る
の
で
、参
考
に
し
よ
う
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
2
章
を
見
る
と
、計
算
式
や
簡

易
な
算
定
方
法
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

まとめ

購入した製品・サービス
CATEGORY 1

雇用者の通勤
CATEGORY 7

事業から出る廃棄物
CATEGORY 5

リース資産（下流）
CATEGORY 13

フランチャイズ
CATEGORY 14

○◯社

該当なし 該当なし

 GVC事業者の活動の規模に関す
る量。例えば電気の使用
量、貨物の輸送量、廃棄物
の処理量、各種取引金額な
どが該当します。
社内の各種データや、文献
データ、業界平均データ、
製品の設計値などから収集
します。

活動量あたりのCO2排出量。例え
ば、電気1kWh使用あたりのCO2排
出量、貨物の輸送量1トンキロあたり
のCO2排出量、廃棄物の焼却1tあた
りのCO2排出量などが該当します。
基本的には既存のデータベースか
ら選択して使用しますが、排出量を直
接計測する方法や取引先から排出量
の算定結果の提供を受ける方法
（※）もあります。

×

×
電気

1kWh使用あたりの
CO2排出量

貨物の輸送量
1トンキロあたりの

CO2排出量
貨物の輸送量

廃棄物の処理量
廃棄物の焼却
1tあたりの
CO2排出量

基本式「活動量×排出原単位」

活動量

基本式

排出原単位
電気の使用量

排出原単位の例活動量の例

※これらの方法は計測機器や取引先との協力体制など、様々な準備が必要なため、
　本書では基本式による算定方法について記載します。

基本式に代入する活動量と排出原単位の特定には、環境省のガイド
ラインやデータベースを活用することができます。これらの資料
は、環境省の運営するウェブサイト「グリーン・バリューチェーン
プラットフォーム（http://www.env.go.jp/earth/ondanka/-
supply_chain/gvc/index.html）」に掲載されています。

サプライチェーン排出量は、スコープ1、2排出量とスコープ3排出量を合計して算定します。
（サプライチェーン排出量＝スコープ1排出量＋スコープ2排出量＋スコープ3排出量）

サプライチェーン排出量に関
する国内外の動向、算定方法な
どに関するトピックを掲載。
「算定ツール」では、基本ガイド
ラインや排出原単位データ
ベース、Q&Aなど、サプライ
チェーン排出量算定に役立つ
資料が用途別にまとめられて
いる。

各種算定ツールや、各社の取組
事例を確認できる

「環境省」ウェブサイト

スコープ3は基本式を
15カテゴリごとに計算し
合計して算定します。

A 社

B社

C社

図2.算定に該当しないカテゴリ
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部
長
、私
が
担
当
す
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
排
出
量
の
算
定
は
、ど
う

い
っ
た
目
的
で
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ご
め
ん
ご
め
ん
、算
定
の
目
的
を
き

ち
ん
と
伝
え
て
い
な
か
っ
た
ね
。①
今

回
の
算
定
の
目
的
は
、当
社
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
把
握
で
す
。近
年
、サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
を
把
握
し

て
い
る
こ
と
が
投
資
家
や
消
費
者

の
企
業
の
評
価
に
つ
な
が
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
ね
。パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の「
は
じ
め
に
」を
見
て
も
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
算
定
範
囲
が

広
い
ね
。②
い
き
な
り
詳
細
で
正
確

な
算
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思

う
か
ら
、既
に
社
内
に
あ
る
デ
ー
タ

を
集
め
て
算
定
で
き
る
範
囲
で
ま

ず
算
定
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

③
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
2
章
に
算
定
目

的
の
例
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
の「
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
の
全
体
把

握
」が
今
回
の
目
的
に
な
り
そ
う
で

す
ね
。こ
の
目
的
を
達
成
す
る
算
定

が
で
き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
を
集
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
デ
ー
タ
が
必
要
か
を
整
理

で
き
た
ら
、C
君
も
交
え
て
ど
の
部

署
へ
依
頼
す
べ
き
か
一
緒
に
検
討
し

よ
う
。

わ
か
り
ま
し
た
。

今
回
の
算
定
に
よ
っ
て
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
排
出
量
が
把
握
で
き
た

ら
、当
社
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

ど
こ
で
多
く
温
室
効
果
ガ
ス
を
排

出
し
て
い
る
か
把
握
で
き
る
と
思

う
。そ
う
し
た
ら
、 

④
今
後
の
目
標
と

し
て
算
定
精
度
を
上
げ
て
多
く
の
温

室
効
果
ガ
ス
を
排
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
の
削
減
策
の
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。場
合
に
よ
っ
て
は
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
連
携
し
て
削
減
策
を
検
討
す

る
可
能
性
も
あ
る
ね
。

⑤
基
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
1
部
5
・

4
に
も
、算
定
目
的
に
も
よ
り
ま
す

が
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算定目的の設定
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目的に合わせて、継続的に把握できる算定範囲を
設定し、サプライチェーン排出量を簡易的でも把
握できる体制を整備。
※統計値、仕様、カタログ値からの推定、金額からの換
算など入手できる多様なデータを活用

目的にかなったサプライチェーン
排出量の算定範囲のカバー

サプライチェーン排出量の全体像
（排出量総量、排出源ごとの排出割
合）を把握し、サプライチェーン上
で優先的に削減すべき対象を特定
します。

サプライ
チェーン排出
量の全体像
把握

内　容算定目的

算定方法

特定した削減対象について、活動
実態に即したより精度の高い算定
を行い、具体的な削減対策の検討
に役立てます。

削減対象の
詳細評価

サプライチェーン排出量を継続的
に把握し、経年変化を評価するこ
とにより、サプライチェーン排出量
の増減を捉え、それにより削減対
策の進捗状況を把握します。

削減対策の
経年評価

自社のサプライチェーン排出量を
開示し、投資家や消費者、地域住民
などの利害関係者に対する自社の
活動に関する理解を深めてもらう
ことができます。

ステークホル
ダーへの情報
開示

サプライチェーン排出量という視点
を導入することで、個々の事業者だ
けではできないような削減対策を
他事業者と連携して推進します。

多様な事業者
による連携取
組みの推進

関係する取引先から排出量の提供を受ける方法

「排出量＝活動量×排出原単位」という算定式を用いて算定する方法

サプライチェーン排出量と削減貢
献量(※)を一緒に公表することで、
削減貢献量の参考指標として活用
することができます。

削減貢献量の
PR

削
減
取
組
み
の
継
続
的
実
施

経年変化により削減努力の評価が可能となるよ
うな、活動実態に即した算定方法を採用。
※排出量の大きさ、削減ポテンシャルなどに応じて適切
な算定方法を選択、組み合わせ

活動実態に即した
より精度の高い算定の実現

サプライチェーン排出量の削減取組みを継続的
に実施し、経年変化により排出量の削減効果を
把握。

継続的な改善効果の把握

目的の例を確認し、
自社に最も近いものを選ぶ スコープ3でも同じように、エネルギー消費量を自社のサプライチェーン

上の各社や顧客企業、最終消費者などに問合わせる必要がある？

スコープ1、2はエネルギー消費量を把握し、それに伴う排出量を算定する。

使用するデータについて、対応は事業者によって様々。
該当する活動が無いカテゴリもあるようだ。

同業他社を
確認すると

精度の高い算定を行うことができる。

現実的に全てのデータの提供を受けることは難しい。

メリット

デメリット

データの入手可能性が低い場合も、代替数値を用いて
算定することができる。

数値の精度が高く、そのデータでカバーできる算定範囲（カバー率）
が広いデータを集めることが望ましい。

さらに、例えば物量と積み上げ法で求めたライフサイクルアセスメント（LCA）の排出原単位
から算定するケースと、金額と産業連関表の排出原単位から算定するケースとでは精度が変わる。
さらに、仕様やカタログ値を用いて推定するのと、製品の使用実績に基づき算定するのとでも
差異が生じることが考えられる。

精度とカバー率、どちらが高いデータを使用すればよいかは算定目的による。
一般には、サプライチェーン全体で把握する排出量のカバー率を高めることが重要。

算定結果を用いて詳細な事業計画を立てるなど、精度の高い
データが必要な場合には向いていない。

メリット

デメリット

表1.算定目的の例

図3.サプライチェーン排出量算定の取組みのステップ


